






























































































































































































































































































































































































せたところである。従って当時の日本を取り巻く列強国の動向認識や異国への国防意識は高か た。鎖国から開国への大きな動乱の時期にあって、藩主土井利忠は時代の動きに敏感であり、蘭学はじめ西洋の知識・技能習得ならびに人材 育成登用を果敢に推し進めた。また、そ 成果が挙がって有能な家臣が育った。

























いに下支えがあって、 そして使命感をもって関わった事が分かった。明治時代になって、大樟や小樟 じめ越前各浦から多数の人 北海道に移住や出稼ぎをした。金次郎等の探索員として見分したこと当時地元で語り継がれて、そ 影響を受けて出稼ぎや移住を に違いない。　
大野藩の蝦夷開拓などについては、既に諸先輩から多数解説され




















（３） 『大野市史藩政史料一・二』 「北蝦夷地開拓始末大概記」 。（４）小樟区有文書「小樟浦庄屋歳代記」 、 『織田町史』 （織田町史編集委員会、
一九七一年） 。
（５） 『福井県史
 通史編４』 （福井県、一九九六年） 。
（６） 『小浜市史
 諸家文書 一 小浜市 七九
（７）仲瀬武雄『郷土史道口』 （私家版、一九八 年） 、 『ふるさと梅浦』ふる
さと梅浦編纂委員会、二〇〇八年） 、 『越前町史
 上』 （越前町史編纂委員会、
































 通史編４』 （福井県、一九九六年） 。
（
10） 笹木義友 『新版































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   































































②金二両二分二朱 内金二両外に三両 し置き都合五両小樟浦又七、 一分外に一両 分相渡し置き都合一 三分宇田村勘助、二朱外に三両相渡し三両二朱大樟浦徳兵衛、右は給金の内前依願相渡し。 「勘定帳」

















































人の語に日方のよひよわりといひて晩に其の方より吹くは強き物ながら、暮れ過ぎるほどにはかならずよはる也。この風は越前の外にても日方といい、 蝦夷でも云う （越前国名蹟考） 。現在でも使われていて解釈は同じである。
（
17）金一分
　
大樟浦
　
金次郎渡
　
八月一五日函館出帆、同二九日敦賀着船に
付、日数一五日雑用相渡、但一日銀一匁つゝ。 「勘定帳」
（
18）金七両二分
　
大樟浦金次郎渡
　
三月より八月迄給金、但一ヶ月金一両一
分つゝ。
　
金一両銀一〇匁
　
大樟浦金次郎渡
　
九月二八日出立大野え召し出し候節、
日数五日、一〇月八日出立越中伏木浦え罷越、同晦日帰村日数二三日、都合日数二八 手間代、但一日銀二匁五分づゝ
　　　　　　　　　　　　
　
金一分銀四匁三分
　
右同断
　
敦賀着船の節一日逗留ニ付一泊、越中行き
往来七泊代〆八泊旅籠一泊ニ 二五〇文づつ。
　　
銀七匁八分
　
右同断
　
敦賀帰り一昼飯、越中行往来九昼飯、都合一〇昼
飯代相渡、但一昼飯ニ付七五文づつ。 「勘定帳」
図　北海道要図
注）『角川日本地名大辞典　北海道』を参考にした。
「県史通史４」より引用（P850）
『??????』（?????????）
